
温州ミカンの皮を乾燥させたものが生薬では陳皮と呼ばれる

ハーブのお話HERB STORY

発
散
作
用
が
あ
り
、

全
身
の
気
や
血
の
め

ぐ
り
が
良
く
な
り
、

発
汗
し
、
身
体
を
温

め
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

唐
辛
子
（
ト
ウ
ガ

ラ
シ
）
は
ナ
ス
科
の
植
物
で
、
別
名
を

蕃
椒
と
言
い
、
そ
の
作
用
は
、
科
学
的

に
調
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
摂
食
す
る
と
、

身
体
を
温
め
、
消
化
液
の
分
泌
を
促
進

し
て
食
欲
を
増
進
さ
せ
ま
す
。
唾
液
の

分
泌
に
関
し
て
は
通
常
の
数
倍
に
も
達

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
管
に
対

し
て
は
拡
張
作
用
が
あ
り
、
皮
膚
に
塗

布
す
る
と
、
血
液
循
環
が
促
進
さ
れ
、

皮
膚
体
温
の
上
昇
作
用
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
辛
味
成
分
（
カ
プ
サ
イ
シ
ン
）

の
局
所
適
用
で
は
、
侵
害
受
容
器
を
遮

断
し
痛
み
を
や
わ
ら
げ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
貼
り
薬
に
も
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
つ
ま
先
が
冷
え
る
時
、
靴

に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
入
れ
る
と
温
か
く
な

り
、
し
も
や
け
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
べ
て
も
貼
っ
て
も

温
か
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
活
用
し
て
、
今

年
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

  

学
術
顧
問  

笠
原  

義
正

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
、
黄
金
の
国
ジ
パ

ン
グ
と
イ
ン
ド
の
ス
パ
イ
ス
を
求
め

て
、
一
四
九
二
年
、
大
西
洋
を
西
へ

と
向
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
四
回
の

航
海
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
が
、
二
回
目

の
航
海
で
上
陸
し
た
中
南
米
の
島
か
ら

ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
イ
ン
ド

や
東
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
た
の
は
十
六
世

紀
末
〜
十
七
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
中
国
の
薬
の
こ
と
を
ま

と
め
た
『
本
草
綱
目
』
（
一
五
九
六
年
）

に
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
載
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー

や
タ
イ
料
理
、
四
川
料
理
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
香
辛
料
で
す
が
歴
史
は
浅
い
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
中
南
米
で
は
古
く

か
ら
（
紀
元
前
数
千
年
）
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
生
薬
や
薬
膳
に
は
酸
、
苦
、
甘
、

辛
、
鹹
の
五
味
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
寒
、熱
、
温
、涼
の
四
気
（
四
性
）

ま
た
は
平
性
を
入
れ
て
五
性
が
あ
り
ま

す
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
こ
の
五
味
の
う
ち

「
辛
」、
五

性

で

は
「
熱
」
。
従

っ

て
、

ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く

ば
ん
し
ょ
う

か
ん
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二
〇
一
九
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

は

【
S
A
R
S
‐
C
o
V
‐
2
】
と
呼
ば
れ

る
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
感
染
症
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

は
、
症
状
が
出
る
二
日
前
か
ら
症
状
出
現

後
七
〜
十
日
の
期
間
は
体
内
か
ら
の
ウ
イ

ル
ス
排
出
量
が
多
く
な
る
た
め
、
こ
の
期

間
に
特
に
他
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
発
症
二
日
前
、
つ
ま

り
感
染
者
が
感
染
し
た
こ
と
を
自
覚
す
る

前
に
知
ら
ず
に
他
人
へ
感
染
さ
せ
て
し
ま

う
の
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
厄
介
な
と
こ
ろ

で
、
例
え
ば
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

お
い
て
は
症
状
が
出
て
か
ら
最
も
感
染
力

が
強
く
な
り
、
患
者
さ
ん
は
自
身
が
感
染

し
た
こ
と
を
自
覚
す
る
と
他
人
に
感
染
さ

せ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い
ま
す
の
で
こ
の

点
が
大
き
な
違
い
と
い
え
ま
す
。

　

感
染
様
式
と
し
て
は
飛
沫
感
染
と
接
触

感
染
が
あ
り
ま
す
。「
飛
沫
感
染
」
と
は

感
染
者
の
飛
沫
（
つ
ば
や
痰
な
ど
）
と
一

緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
さ
れ
、
他
の
方
が

そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
口
や
鼻
な
ど
か
ら
吸
い

込
ん
で
感
染
す
る
こ
と
で
す
。
部
屋
な
ど

閉
鎖
空
間
に
お
い
て
近
距
離
で
多
く
の
人

と
会
話
す
る
場
合
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
な

ど
の
症
状
が
な
く
て
も
感
染
を
拡
大
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
W
H
O
は
一
般
に
、
五
分
間
の
会
話
で

一
回
の
咳
と
同
じ
く
ら
い
の
飛
ま
つ
（
約

三
〇
〇
〇
個
）
が
飛
ぶ
と
報
告
し
て
い
ま

す
。）「
接
触
感
染
」
と
は
感
染
者
が
く
し
ゃ

み
や
咳
を
手
で
押
さ
え
た
後
、
そ
の
手
で

周
り
の
物
に
触
れ
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
つ

き
、
他
の
方
が
そ
れ
を
触
る
と
ウ
イ
ル
ス

が
手
に
付
着
し
、
そ
の
手
で
口
や
鼻
を
触

る
こ
と
に
よ
り
粘
膜
か
ら
感
染
す
る
こ
と

を
指
し
て
い
ま
す
。
W
H
O
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面

で
は
最
大
72
時
間
、
ボ
ー
ル
紙
で
は
最
大

24
時
間
生
存
す
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

一
方
ハ
エ
や
蚊
、
ペ
ッ
ト
か
ら
感
染
し
た

と
い
う
報
告
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て

感
染
経
路
を
み
た
と
き
に
対
応
策
（
感
染

対
策
）
と
し
て
密
集
、
密
接
、
密
閉
の
3

密
を
避
け
る
こ
と
、
適
切
な
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
の
徹
底
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

が
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

後
、
症
状
と
し
て
多
く
み
ら
れ
る
も
の
に

発
熱
、
咳
、
息
切
れ
、
味
覚
・
嗅
覚
異
常

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

人
は
診
断
の
た
め
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
検
査
に
は
P
C
R
法
、
抗

原
定
量
法
、
抗
原
定
性
検
査
等
が
あ
り
、

検
査
に
応
じ
て
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
や
唾
液

な
ど
を
検
査
に
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全
て
被
験
者
の
体
内
に
ウ
イ
ル

ス
が
存
在
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

感
染
後
症
状
が
出
て
重
症
化
す
る
人
の

割
合
は
、
診
断
さ
れ
た
人
の
1.6 

%
、
死

亡
す
る
人
の
割
合
は
1.0 
% 

と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
軽
症
者
は
解
熱
薬
や
咳
止
め
、

漢
方
薬
な
ど
を
内
服
し
症
状
を
抑
え
て
体

の
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す

る
の
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
重
症
化

と
は
一
般
的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
が
悪
化
す
る
場
合
を
指
し
ま

す
。
肺
は
外
気
中
の
酸
素
と
体
内
の
二
酸

化
炭
素
を
交
換
す
る
臓
器
で
す
か
ら
、
患

者
は
肺
炎
が
重
症
化
す
る
と
酸
素
を
体
内

へ
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
酸
素

欠
乏
と
な
り
生
命
維
持
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
人
工
呼
吸
器
や
膜
型
人

工
肺
を
装
着
し
な
が
ら
同
時
に
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
や
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
っ
て
、
ウ
イ
ル

ス
が
排
除
さ
れ
る
ま
で
時
間
を
稼
ぐ
と
い

う
方
法
が
と
ら
れ
ま
す
。



　

こ
の
よ
う
に
重
症
化
し
て
し
ま
う
の
は

高
齢
者
と
喫
煙
者
、
基
礎
疾
患
を
も
つ
方

に
多
く
、
具
体
的
に
は
肺
気
腫
、
慢
性
腎

臓
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥
満
な
ど
に

罹
患
し
て
い
る
患
者
さ
ん
で
す
。
高
齢
者

は
基
礎
疾
患
を
も
つ
人
が
多
く
重
症
化
率

が
高
く
な
り
ま
す
の
で
細
心
の
注
意
を
払

う
べ
き
で
す
。

　

最
近
ア
メ
リ
カ
の
製
薬
会
社
が
、
基
礎

疾
患
を
も
ち
な
が
ら
も
発
症
五
日
以
内
に

内
服
し
た
と
き
、
そ
の
後
の
重
症
化
率
を

半
分
に
減
ら
し
死
亡
者
を
ゼ
ロ
に
抑
え
た

と
す
る
新
薬
の
デ
ー
タ
を
報
告
し
、
最
終

治
験
を
切
り
上
げ
て
早
期
に
発
売
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
一
方
、
内
服
薬
で
簡
単
に
治
療
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
恐
れ
な
く
な
る
人
が
増
え
て
、
日
常

の
感
染
対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ワ
ク
チ

ン
接
種
意
欲
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。
薬
は
ど

ん
な
場
合
で
も
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
知

る
べ
き
で
、
基
本
的
な
感
染
対
策
と
基
礎

疾
患
の
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
症
化
予
防

の
観
点
か
ら
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
こ

と
は
今
後
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
図
）

山形県の献血者数（2021年度実績：2021年11月末まで）

18,456人400ml 622人200ml 9,098成分 2,8176人合計

2021年度採血計画

40,249人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093
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くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第 17 号（2022 年 1 月）

萬屋薬局 Pinus カフェでは、毎週水曜日に予約制で『やくぜん弁当』を販売しています。やく

ぜん弁当は弊社の管理栄養士が監修し、有限会社わた伊さんに調製をお願いしております。季

節毎のテーマに添った食材や生薬を使ったお弁当です。

令和 3年 12 月から 2月のやくぜん弁当のテーマは、「Let’ s 温活！身体を芯から温めましょう」

です。身体を温める食材や、生薬をふんだんに使っておりますので、やくぜん弁当を食べて、

山形の寒い冬を乗り切ってくださいね。

*このお弁当に使用している「萬屋七味」と「萬屋辛味」は、萬屋薬局のオリジナル商品です。



　基礎代謝は一般的に夏に低く、冬に高いとされています *。冬に筋量を増

やすための筋力トレーニングを行い、エネルギー消費量の高い身体活動や運

動を行うことは、基礎代謝を高めてエネルギーを消費しやすい身体をつくる

ことに効果的であることが窺えます。（*運動の基礎科学　厚生労働省）　

　ただし、冬は寒冷の影響で体温の発散を防ぐために血管が収縮して血圧が

上がりやすくなり、心臓への負担が大きくなります。温度変化の少ない屋内で、安全に運動を行

いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考：公益財団法人長寿科学振興財団　健康長寿ネット

テレビを見ながら、音楽を聴

きながら、など「ながら運動」

でOK。

5～ 10 分間チャレンジ！

（血糖値のコントロール

も兼ねて、食後がオス

スメです）
太もも、太もも裏、お尻など下半身の大き

い筋肉を鍛える運動です。

10 回を目安に、ゆっくり行いましょう。

肘で円を描くように、大きく回します。背中の肩甲骨を動かしましょう！（肩

甲骨の周りには熱を発生させる細胞が集まっています）猫背予防にも効果的

です。

10 ～ 20 回くらいを目安に。



　新型コロナウイルスの感染が拡がる中、家庭等において、体調が気になる場合等にセル

フチェックとして自ら検査できるようにすることで、より確実な医療機関の受診につなげ、感染拡大防止

を図るため、特例的に、薬局での医療用抗原検査キットの取扱いができるようになりました。

　この医療用抗原検査キットは、無症状者に対する確定診断には推奨されません。有症状者であってもウ

イルス量が少ない場合には、感染していても、結果が陰性となる場合もあります。

・陽性であった場合は、医療機関を受診してください。

・陰性の場合でも、偽陰性の可能性も考慮し、症状がある場合には医療機関を

受診してください。症状がない場合であっても、引き続き外出時のマスク着用、

手指消毒等の基本的な感染対策を続けてください。

　販売に当たっては、使用しようとする者（同居家族等を含む。）に対して販

売することになりますが、購入者は薬剤師より、必要な情報提供や使用手順などの説明を聞いて、内容を

理解したことを示す厚労省指定の同意書に氏名・年齢を記入し、薬局側に渡す必要があります。

　萬屋薬局では、六日町本店・七日町店・かみの山店の 3 店舗で抗原検査キットの

販売を行っております。富士レビオ社製の「エスプライン SARS-CoV-2」( 厚労省承認 )

で、30 分以内に結果がでます。鼻腔ぬぐい液を、自分で採取して検査を行い、反応

カセットに入れ判定を待つというのが、大まかな流れになります。販売価格は、1キッ

ト1,320円（税込）で、店舗の薬剤師が使用手順などの説明をしますので、セルフチェッ

クとして必要な方はご利用ください。（医療統括管理部長　和田幸治）

■発行人：株式会社萬屋薬局　〒990-0054 山形市六日町 2-3   ☎023-623-1805

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　〕
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2cm程度

綿棒挿入後、
5回転し、5秒程度静置

5回転

鼻腔ぬぐい液　検体採取方法


